Wang Wei 王維\u27s Verse sent to Chengru Chanshi 乘如禪師 and its Circumstances (III) by 内田 誠一
一
、
序
本
稿
で
は
乘
如
禪
師
の
俗
兄
で
あ
る
蕭
居
士
に
つ
い
て
、
皇
甫
冉
の
詩
を
基
に
そ
の
人
物
の
一
端
を
探
っ
た
上
で
、
靜
嘉
堂
宋
本
『
王
右
丞
文
集
』
卷
四
に
收
載
さ
れ
る
、
王
維
が
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
の
解
釋
を
行
い
た
い
。
二
、
乘
如
禪
師
の
俗
兄
で
あ
る
蕭
居
士
に
つ
い
て
皇
甫
冉
の
詩
に
み
え
る
蕭
居
士
乘
如
禪
師
の
俗
兄
で
あ
る
蕭
居
士
に
關
す
る
料
は
極
め
て
少
な
い
。
管
見
の
ぶ
限
り
、
王
維
が
乘
如
禪
師
と
蕭
居
士
に
寄
せ
た
詩
一
首
と
作
不
詳
の
同
詠
一
首
、
「
蕭
和
靈
銘
」
（
以
下
「
靈
銘
」
）
の

陰
に
見
え
る
記
、
そ
し
て
も
う
一
つ
、
詩
題
に
「
蕭
居
士
」
の
名
が
含
ま
れ
る
皇
甫
冉
の
詩
、
の
合
計
四
件
で
あ
る
。
「
靈
銘
」
陰
の
本
文
か
ら
、
乘
如
禪
師
が
大
	十
三
年
（
七
七
八
）
に
八
十
一

で
示
寂
し
た
た
め
、
蕭
居
士
が
靈
建
立
を
發
意
し
た
こ
と
や
、
建
中
元
年
（
七
八
〇
）
八
の
靈
完
の
折
に
蕭
居
士
が
ま
だ
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
乘
如
禪
師
と
假
に
一


い
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
靈
完
時
、
蕭
居
士
は
八
十
四

の
高
齡
で
あ
っ
た
。
兄
弟
そ
ろ
っ
て
長
命
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
で
、
四
つ
め
の
料
で
あ
る
皇
甫
冉
の
詩
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
た
い
。
詩
の
題
と
本
文
は
『
嵩
』
卷
二
十
九
（
１
）に
據
っ
た
。
和
鄭
少
府
祭
中
嶽
祠
因
訪
蕭
居
士
之
作
（
鄭
少
府
の
「
中
嶽
祠
を
祭
り
因
り
て
蕭
居
士
を
訪
ふ
」
の
作
に
和
す
）
皇
甫
冉
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
下
）

田

一
肅
事
祠
靈
境
事
を
肅 つつ
しみ
て
靈
境
を
祠
り
眞
到
隱
居
眞
を
ね
て
隱
居
に
到
る

幽
谷


し
て
幽
谷
く
蕭
散
白
雲
餘
蕭
散
と
し
て
白
雲
余
す
曉
持
律
曉

律
を
持
し
他
年

	書
他
年
	書
を
は
す

邊
曽
狎
鳥

邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
し
濠
上
正
魚
濠
上
正
に
魚
を
る
寂
靜
求
無
相
寂
靜
無
相
を
求
め
淳
和
覩
太
初
淳
和
太
初
を
覩
る
一
峰
綿


一
峰

綿 は
るか
に
し
て
象
任
盈

象
盈
に
任
す
門
掩
林
鐘
度
門
は
林
鐘
の
度
る
を
掩
ひ
窓
臨
澗
水
疎
窓
は
澗
水
の
疎 と
ほる
に
臨
む
謝
公
懷
壑
謝
公
壑
を
懷
ひ
廻
駕
復
何
如
駕
を
廻
す
こ
と
復
た
何
如
せ
ん
こ
の
詩
は
本
に
よ
り
文
字
の
同
が
見
ら
れ
る
の
で
、
『
嵩
』
卷
二
十
九
載
の
詩
題
と
本
文
に
據
り
、
本
と
の
同
に
つ
い
て
ま
ず
記
し
た
い
。
但
し
、
岳
と
嶽
、
峰
と
峯
、
疏
と
疎
な
ど
の
い
に
つ
い
て
は
指
摘
し
な
い
。
な
お
『
嵩
』
を
底
本
と
し
た
理
由
は
後
す
る
。
校
勘
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
の
り
で
あ
る
。
『
嵩
書
』
卷
十
三
（
２
）
『
嵩
山
志
』
卷
二
十
（
３
）
鐵
琴
銅
劍
樓

『
皇
甫
冉
集
』
卷
四
（
４
）（
以
下
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
）
明
・
銅
活
字
本
『
五
十
家
詩
集
（
５
）』
收
載
『
皇
甫
冉
集
』
卷
中
（
以
下
、
五
十
家
本
）
嘉
本
『
百
家
集
（
６
）』
收
載
『
皇
甫
冉
集
』
卷
一
（
以
下
、
百
家
本
）
四
庫
書
本
『
二
皇
甫
集
』
卷
四
（
７
）
明
・
汪
宗
尼
校
訂
本
『
詩
品
彙
』
七
言
律
詩
卷
九
（
８
）
中
書
局
本
『

詩
』
卷
二
百
四
十
九
（
９
）
〔
詩
題
の
同
と
校
勘
〕
『
嵩
山
志
』
で
は
詩
題
の
上
に
「
奉
」
の
字
が
あ
り
、「
奉
和
…
」
と
な
っ
て
い
る
。
詩
題
中
の
「
府
」
の
字
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』・『
詩
品
彙
』・『

詩
』
で
は
「
尹
」
に
作
る
。
同
じ
く
皇
甫
冉
の
作
品
に
「
河
南
鄭
少
尹
南
亭
鄭
 官
!河
東
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
こ
の
「
祭
中
岳
祠
因
訪
蕭
居
士
之
作
」
と
い
う
詩
の
作
"で
あ
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
#邊
（
下
）（
$田
）
37
る
鄭
氏
も
、
河
南
少
尹
の
鄭
氏
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
詩
に
お
い
て
は
、
鄭
氏
は
中
岳
廟
を
祭
る
の
で
あ
る
か
ら
河
南
少
尹
が
相
應
し
い
。
『
嵩
書
』
卷
四
に
は
「
玄
宗
開
元
十
八
年
、
命
祀
嵩
山
以
王
禮
、
仍
封
岳
爲
天
中
王
。
六
、
河
南
守
至
岳
下
恭
祀
。


無
改
（
玄
宗
の
開
元
十
八
年
、
命
じ
て
嵩
山
を
祀
る
に
王
禮
を
以
て
し
、
仍
り
て
岳
を
封
じ
て
天
中
王
と
爲
さ
し
む
。
ご
と
に
六
、
河
南
の
守
を
は
し
て
岳
下
に
至
り
て
恭
し
く
祀
ら
し
む
。
を
ふ
る
ま
で
改
む
る
無
し
）」
と
あ
る
。
な
お
五
十
家
本
に
は
こ
の
「
府
」
の
字
が
無
く
、
「
鄭
少
」
に
	る
。
詩
題
中
の
「
祠
」
の
字
は
、『
嵩
書
』・『
嵩
山
志
』・
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』
・
『
詩
品
彙
』
・
『


詩
』
で
は
「
寺
」
に
作
る
。
す
な
わ
ち
「
祭
中
岳
寺
」
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
	寫
に
因
す
る
	り
で
あ
ろ
う
。
寺
を
祭
る
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
「
祭
中
岳
」
な
い
し
は
「
祭
中
岳
祠
」
と
あ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
『
嵩
書
』
が
い
か
な
る
版
本
を
底
本
と
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
「
祭
中
岳
祠
」
に
作
っ
て
い
る
の
は
當
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
陳
貽


『
訂
釋


詩
』
第
二
冊
で
は
、
詩
題
中
の
「
中
岳
寺
」
を
「
中
岳
廟
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
解
釋
す
る
こ
と
は
し
い
の
で
は
な
い
か
。
「
中
岳
寺
の
用
例
と
し
て
は
、
「
中
岳
寺
圓
靜
、
年
八
十
余
」
（
『

書
』
卷
百
二
十
四
・
李
師
傳
・
『
治
鑑
』
卷
二
百
三
十
九
な
ど
）
や
「
中
嶽
寺
修
羅
洞
記
」
（
『
欽
定
續
志
』
卷
百
六
十
八
）
と
い
っ
た
寺
院
を
表
す
用
例
し
か
見
當
た
ら
な
い
。
な
お
、
「
中
嶽
寺
修
羅
洞
記
」
は
「
中
天
嵩
岳
寺
常
院
新
修
感
應
竹
林
寺
五
百
大
阿
羅
洞
記
（
）」
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
「
中
嶽
寺
」
と
は
中
天
嵩
岳
寺
、
す
な
わ
ち
嵩
岳
寺
の
こ
と
と
わ
か
る
。
「
中
岳
寺
圓
靜
」
の
「
中
岳
寺
」
も
同
樣
と
考
え
ら
れ
る
。
嵩
岳
寺
が
中
岳
寺
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
本
來
の
詩
題
中
に
は
「
祭
中
岳
」
の
三
字
以
外
に
「
中
岳
寺
」
の
文
字
が
あ
っ
て
「
中
岳
」
が
重
ね
て
出
て
く
る
た
め
に
、
轉
寫
の

で
「
中
岳
」
二
字
が
書
き
と
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
因
」
の
字
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・『
二
皇
甫
集
』
・
『
詩
品
彙
』
・
『


詩
』
で
は
「
北
」
に
作
る
。
「
因
」
の
字
と
「
北
」
の
字
は
、
體
に
な
る
と
 似
す
る
た
め
、
	寫
に
よ
っ
て
文
字
の
!同
が
發
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
詩
題
末
尾
の
「
之
作
」
の
二
字
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・『
二
皇
甫
集
』・『
詩
品
彙
』・『


詩
』
で
は
「
越
上
方
」
に
作
る
。
詩
題
に
「
越
上
方
」
の
三
字
が
無
い
の
は
、
管
見
の
"ぶ
限
り
、
こ
こ
で
底
本
と
し
て
據
っ
て
い
る
『
#嵩
』
、
そ
し
て
『
嵩
書
』
と
『
嵩
山
志
』
の
み
で
あ
る
。

$・
傅
%
&『
五
代
文
學
年
史
』
初
'
卷
（
(）で
は
、
こ
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
38
詩
を
天
寶
中
の
作
と
し
た
上
で
、
「
略
繋
此
（
お
お
よ
そ
こ
こ
に
か
け
る
）」
と
し
て
天
寶
八
載
の
秋
に
繋
年
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『

詩
』
な
ど
が
用
し
て
い
る
詩
題
「
和
鄭
少
尹
祭
中
岳
寺
北
訪
蕭
居
士
越
上
方
」
を
根
據
と
し
て
、
王
維
の
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
の
蕭
居
士
の
本
名
が
越
で
あ
る
と
す
る
。
詩
題
中
の
「
北
訪
蕭
居
士
越
上
方
」
を
「
北
の
か
た
蕭
居
士
越
の
上
方
を
訪
ふ
」
と
い
う
意
味
に
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
	稿
で

べ
た
よ
う
に
、
「
蕭
和

靈
銘
」
の
記

か
ら
居
士
の
名
は
蕭
時
で
あ
る
と
明
し
た
。
ま
た
こ
の
解
釋
で
は
、
居
士
で
あ
る
蕭
越
な
る
人
物
の
山
寺
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
よ
そ
在
家
の
佛
信
が
持
を
つ
と
め
る
寺
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
不
自
然
な
表
現
と
な
ろ
う
。
な
お
、
明
・
陸
柬
『
嵩
岳
志
（
）』
卷
上
・
靈
毓
第
二
で
は
「
身
卜
隱
の
士
」
と
し
て
多
く
の
人
物
を
列
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
蕭
居
士
と
越
上
方
の
名
を
げ
た
上
で
、
續
い
て
「
皇
甫
冉
和
鄭
少
尹
詩
訪
蕭
居
士
越
上
方
」
と
あ
る
。
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
第
一
冊
は
『
嵩
岳
志
』
を
收
め
て
お
り
、
校
點
の
張
鈞
氏
が
「
蕭
居
士
」
と
「
越
上
方
」
の
に
頓
號
ド
ゥ
ン
ハ
オ
（
＝
竝
列
記
號
〔
、
〕
）
を
入
れ
て
い
る
。

の
陸
柬
も
校
點
の
張
鈞
氏
も
、
詩
題
中
の
「
越
上
方
」
を
「
蕭
居
士
」
と
竝
列
す
る
人
名
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
上
方
」
は
持
の
意
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う
解
釋
し
た
場
合
、
詩
中
で
「
越
持
」
に
つ
い
て
詠
ん
だ
部
分
が
ど
こ
な
の
か
然
と
し
な
い
い
が
あ
る
。
ま
た
、
「
北
の
か
た
蕭
居
士
を
越
の
上
方
に
訪
ふ
」
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
「
北
の
か
た
蕭
居
士
・
越
上
方
を
訪
ふ
」
と
解
す
る
に
せ
よ
「
北
の
か
た
蕭
居
士
を
越
の
上
方
に
訪
ふ
」
と
解
す
る
に
せ
よ
「
越
」
は
人
名
と
な
る
。

時
期
の
嵩
山
地
で
「
越
」
の
名
を
持
つ
と
い
え
ば
、
李
「
中
岳
越
禪
師
記
」
の
越
禪
師
常
超
（
七
〇
五
～
七
六
三
）
が
思
い
出
さ
れ
る
。
よ
っ
て
越
禪
師
を
指
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
蕭
居
士
を
越
の
上
方
に
訪
ふ
」
と
訓
ず
る
に
は
、
「
北
訪
蕭
居
士
於
越
上
方
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
於
」
や
「
于
」
と
い
っ
た
場
を
表
す
助
字
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
同
が
現
わ
れ
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。
 體
の
「
之
作
」
二
字
が
接
!す
る
と
、「
越
」
の
 體
と
!似
す
る
。
ま
た
作
の
皇
甫
冉
の
「
皇
」
字
の
 體
は
、
 體
の
「
上
方
」
二
文
字
に
!似
し
て
い
る
。
本
來
の
詩
題
は
『
"嵩
』
に
あ
る
よ
う
に
「
因
訪
蕭
居
士
之
作
」
で
#わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
轉
寫
の

$で
、
「
訪
蕭
居
士
之
作
皇
甫
冉
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
も
の
を
、
「
之
作
」
を
「
越
」
、
「
皇
」
を
「
上
方
」
と
そ
れ
ぞ
れ
讀
み
%っ
て
、
%寫
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
稿
が
、
『
"嵩
』
卷
十
三
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
&邊
（
下
）（
'田
）
39
載
の
詩
題
と
本
文
に
據
っ
た
の
は
、
本
來
の
詩
題
の
わ
り
は
「
訪
蕭
居
士
之
作
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
考
え
た
方
が
、
す
ん
な
り
と
詩
題
が
解
釋
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
詩
の
本
文
の
同
と
校
勘
〕
第
三
句
の
「

」
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
詩
品
彙
』
で
は
「
寅
」
に
作
る
。
第
五
句
の
「
曉
」
は
、『
嵩
書
』・『
嵩
岳
志
』・
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』
・
『
詩
品
彙
』
・
『
	
詩
』
で
は
「


」
に
作
る
。「
曉
」
で
は
意
味
を
さ
な
い
の
で
「


」
の
り
で
あ
ろ
う
。
第
十
二
句
の
「
象
」
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』・『
詩
品
彙
』
で
は
「
姓
」
に
作
り
、『
	
詩
』
で
は
「
性
」
に
作
る
。
「
姓
」
で
は
後
が
繋
が
ら
な
い
の
で
り
で
あ
ろ
う
。
第
十
三
句
の
「
門
掩
林
」
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』
・
『
詩
品
彙
』
・
『
	
詩
』
で
は
「
籬
溪
」
に
作
る
。
體
の
「
門
掩
」
二
字
が
接
し
て
書
寫
さ
れ
る
と
「
籬
」
字
に
似
す
る
。
よ
っ
て
本
來
は
「
門
掩
」
と
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
『
	
詩
』
に
「
一
作
門
掩
林
」
と
が
あ
る
の
で
、
『
嵩
』
や
『
嵩
書
』
・
『
嵩
岳
志
』
が
底
本
と
し
た
皇
甫
冉
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
	
詩
』
の
に
あ
る
「
一
（
或
る
テ
キ
ス
ト
）」
な
い
し
は
そ
れ
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
同
じ
く
第
十
三
句
の
「
鐘
」
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
で
は
「
中
」
に

る
。第
十
四
句
の
「
窓
」
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』・『
詩
品
彙
』
で
は
「
空
」
に
作
る
。『
	
詩
』
で
は
、
『
嵩
』
・
『
嵩
書
』
と
同
じ
く
「
窓
」
に
作
り
、
さ
ら
に
「
一
作
空
」
と
す
る
。
直
の
第
十
三
句
が
「
門
掩
」
で
あ
れ
「
籬
」
で
あ
れ
、
對
應
關
係
か
ら
い
っ
て
「
空
臨
（
む
な
し
く
の
ぞ
む
）」
で
は
極
め
て

い
對
句
と
な
り
不
當
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
「
門
掩
（
門
は
掩
ふ
）」
と
「
窓
臨
（
窓
は
臨
む
）」
が
最
も
緊
密
な
對
句
と
な
ろ
う
。
同
じ
く
第
十
四
句
の
「
水
」
は
、
鐵
琴
銅
劍
樓
本
・
五
十
家
本
・
百
家
本
・
『
二
皇
甫
集
』
・
『
詩
品
彙
』
・
『
	
詩
』
で
は
「
木
」
に
作
る
。
「
澗
水
」
が
「
疏
」
る
の
か
、
「
澗
木
」
が
「
疏
（
ま
ば
ら
）」
な
の
か
と
い
う
問
題
と
な
る
。
直
の
第
十
三
句
と
の
對
句
關
係
か
ら

斷
す
る
に
、「
林
鐘
」
が
「
度
」
る
の
と
「
澗
水
」
が
「
疏
」
る
の
は
、
い
ず
れ
も
動
き
を
表
し
て
お
り
、
對
應
關
係
が
緊
密
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
來
「
澗
水
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
『
嵩
』
・
『
嵩
書
』
・
『
嵩
岳
志
』
が
皇
甫
冉
詩
を
引
用
す
る
の
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
、
現
行
の
『
皇
甫
冉
集
』
中
國
詩
文
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本
と
は
、
明
ら
か
に
系
統
を
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

の
よ
う
に
、
『

詩
』
の

	が
皇
甫
冉
詩
の
校
勘
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
の
一
本
は
、
『

嵩
』
・
『
嵩
書
』
・
『
嵩
岳
志
』
が
皇
甫
冉
詩
を
引
用
す
る
の
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
、
な
い
し
は
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
『

嵩
』
・
『
嵩
書
』
・
『
嵩
岳
志
』
が
用
い
た
皇
甫
冉
詩
の
テ
キ
ス
ト
が
、
い
か
が
わ
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
も
い
よ
う
。
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
、
校
勘
し
た
詩
を
げ
る
。
和
鄭
少
尹
祭
中
嶽
祠
因
訪
蕭
居
士
之
作
（
鄭
少
尹
の
「
中
嶽
祠
を
祭
り
因
り
て
蕭
居
士
を
訪
ふ
」
の
作
に
和
す
）
皇
甫
冉
肅
事
祠
靈
境
事
を
肅 つつ
しみ
て
靈
境
を
祠
り
眞
到
隱
居
眞
を
ね
て
隱
居
に
到
る

幽
谷


し
て
幽
谷
く
蕭
散
白
雲
餘
蕭
散
と
し
て
白
雲
余
す

持
律


律
を
持
し
他
年

書
他
年
書
を
は
す
邊
曽
狎
鳥
邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
し
濠
上
正
魚
濠
上
正
に
魚
を
る
寂
靜
求
無
相
寂
靜
無
相
を
求
め
淳
和
覩
太
初
淳
和
太
初
を
覩
る
一
峰
綿


一
峰

綿 はる
かに
し
て
象
任
盈

象
盈
に
任
す
門
掩
林
鐘
度
門
は
林
鐘
の
度
る
を
掩
ひ
窓
臨
澗
木
疏
窓
は
澗
水
の
疎 と
おる
に
臨
む
謝
公
懷
壑
謝
公
壑
を
懷
ひ
廻
駕
復
何
如
駕
を
廻
す
こ
と
復
た
何
如
せ
ん
に
こ
の
詩
の
容
に
つ
い
て
單
に
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
品
は
、
皇
甫
冉
が
鄭
少
尹
な
る
人
物
の
詩
に
和
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
鄭
少
尹
と
い
う
人
物
は
特
定
で
き
ず
、
鄭
某
の
「
祭
中
岳
祠
因
訪
蕭
居
士
之
作
」
と
い
う
作
品
も
傳
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
鄭
少
尹
の
「
祭
中
岳
祠
因
訪
蕭
居
士
」
詩
は
、
鄭
少
尹
が
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
中
岳
廟
を
祭
り
、
そ
の
後
、
中
岳
廟
か
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
蕭
居
士
の
 ま
い
を
ね
た
お
り
の
作
と
考
え
て
!
"い
な
い
で
あ
ろ
う
。
#
時
代
の
嵩
山
地
$に
、
乘
如
禪
師
の
兄
で
あ
る
蕭
居
士
以
外
の
「
蕭
居
士
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
し
く
低
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
嵩
岳
寺
域
の
堂
宇
な
い
し
は
庵
室
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
%邊
（
下
）（
田
）
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に
ん
で
い
た
蕭
居
士
（
蕭
時
）
を
訪
問
し
た
折
に
詠
ま
れ
た
詩
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
第
五
句
に
「

持
律
」
と
あ
る
の
で
、
年
の
蕭
居
士
は
、
在
家
な
が
ら
戒
律
を
保
っ
て
侶
の
よ
う
な
生
活
を
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
大
宋
高
傳
（
）』
卷
十
五
に
お
い
て
「
	

律
部
」
と
記
さ
れ
る
俗
弟
の
乘
如
禪
師
の
影
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
第
六
句
に
「
他
年

書
」
と
あ
り
、
か
つ
て
書
物
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
後
の
第
七
句
の
「
狎
鳥
」
は
『
列
子
』

篇
の
「
狎
鴎
」
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
第
八
句
「
濠
上
正
に
魚
を
る
」
の
「
濠
上

魚
」
は
『
子
』
秋
水
篇
に
見
え
る
話
で
あ
り
、
ま
た
第
十
句
「
淳
和
太
初
を
覩
る
」
の
「
太
初
」
も
家
の
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
、
蕭
居
士
と
家
・

と
の
關
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
六
句
の
「
書
」
は
佛
書
だ
け
で
な
く

の
書
を
も
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
年
な
い
し
中
年
の
頃
に
は
、
年
と
は
な
り
、

に
親
し
ん
で

の
書
物
を

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
年
の
蕭
居
士
は
・
佛
二
に
	
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
七
、
八
句
の
「
邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
し
、
濠
上
正
に
魚
を

る
」
は
、
俗
利
を
れ
て
を
山
水
に
寄
せ
、
居
士
と
し
て
自
な
生
活
を
る
蕭
居
士
を
詠
じ
て
い
る
。
な
お
、
「
邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
す
」
は
王
維
が
乘
如
禪
師
と
蕭
居
士
に
寄
せ
た
詩
の
第
三
句
「
隨
鳴
磬
烏
下
（
は
鳴
磬
に
隨
ひ
て
烏
下
る
）」
と
の
關
を
思
わ
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
す
る
。
第
十
一
・
十
二
句
に
「
謝
公
壑
を
懷
ひ
、
駕
を
迴
す
こ
と
復
た
何
如
せ
ん
」
と
あ
り
、
蕭
居
士
を
東
山
に
隱
棲
し
た
謝
安
に
喩
え
、
居
士
が
俗
界
に
赴
く
氣
持
ち
の
な
い
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
何
如
」
は
本
來
「
如
何
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
韻
を
揃
え
る
た
め
に
顛
倒
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
敢
え
て
、
會
稽
の
東
山

に
隱
棲
し
た
謝
安
に
喩
え
た
の
は
、
 の
理
由
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
蕭
居
士
が
俗
弟
乘
如
禪
師
と
し
た
嵩
岳
寺
、
そ
の
嘗
て
の

持
で
あ
る
大
照
禪
師
普
寂
は
、
五
!弘
"の
東
山
法
門
を
繼
承
し
た
#
秀
の
弟
子
で
あ
る
。
乘
如
禪
師
の
師
は
普
寂
で
あ
り
、
蕭
居
士
も
そ
の
え
を
直
接
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
$接
%に
え
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
$
&い
な
い
。
東
山
法
門
と
は
、
弘
"が
雙
峰
山
の
東
山
す
な
わ
ち
憑
'山
に
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
禪
風
を
か
く
言
う
。
嵩
山
に
隱
棲
し
て
東
山
法
門
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
修
行
す
る
蕭
居
士
か
ら
、
同
名
の
東
山
に
隱
棲
し
た
謝
安
を
想
(し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
、
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
解
釋
に
、
王
維
が
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
に
つ
い
て
、
文
を
參
照
し
な
が
ら
檢
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
王
維
の
詩
と
作
不
詳
の
同
詠
を

げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
は
、
「
靈
銘
」
の
兩
側
に
刻
さ
れ
た
も
の
に
、
稿
で
推
測
し
た
文
字
を
括
弧
を
付
け
て
補
っ
た
。
王
維
の
詩
の
本
文
は
靜
嘉
堂
宋
本
『
王
右
丞
文
集
』
卷
四
に
據
っ
た
。
同
詠
の
本
文
は
、
缺
字
を
補
う
料
が
な
い
た
め
、
側
に
刻
さ
れ
た
文
字
を
	字
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
詠
は
文
字
の

分
く
が
失
わ
れ
て
お
り
、
體
像
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
の
で
、
基
本
に
こ
の
詩
自
體
の
檢
討
は
行
わ
な
い
。
な
お
二
首
と
も
、
讀
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
本
文
は
一
行
一
句
で
表
記
し
て
い
る
。
王
維
の
詩
如
和
與
賢
兄
・
・
・
〈
中
缺
〉
・
・
・
嘗
下
山
。
僕
竊
焉
。
寄
（
如
和
蕭
居
士
）。
無
天
親
弟
與
兄
無
天
親
弟
と
兄
と
嵩
丘

一
峯

嵩
丘
の


一
峯
れ
た
り
隨
鳴
磬
烏
下
は
鳴
磬
に
隨
ひ
て
烏
下
り
行
踏
空
林

聲
行
は
空
林
を
踏
み
て

聲
あ
り
迸
水
定
香
案
濕
迸
水
は
定
め
て
香
案
を
し
て
濕
ひ
雨
應
共
石
床

雨
は
應
に
石
床
と
共
に
ら
か
な
る
べ
し
深
洞
長
松
何
有
深
洞
長
松
何
の
有
る
ぞ
儼
然
天
竺
古
先
生
儼
然
た
り
天
竺
の
古
先
生
參
考
：
作
不
詳
の
同
詠
同
王
右
丞
寄
蕭
和
（
蕭
居
士
詩
）
如
公
錫
杖
倚
三
車
如
公
の
錫
杖
三
車
に
倚
る
居
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

高
居
壁
枕
□
壁
に
高
居
し
て
□
を
枕
む
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
出
家
□
□
□
□
□
家
を
出
づ
惠
惠
時
□
□
□
惠
・
惠
時
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ま
ず
詩
題
で
あ
る
が
、
宋
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
王
維
集
』
 版
本
に
は
「
!乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
で
は
「
如
和
與
賢
兄
・
・
・
嘗
下
山
。
僕
竊
焉
。
寄
（
下
缺
）」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

稿
、
"ち
（
上
）
稿
で
#べ
た
。
「
嘗
下
王
維
の
乘
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山
（
嘗
て
山
を
下
る
）」
に
續
け
て
「
僕
竊
焉
（
僕
竊
か
に
焉
を
ふ
）」
は
つ
な
が
り
が
惡
い
。
侶
が
深
山
で
修
行
し
て
い
る
こ
と
を
讃
え
る
言
い
方
に
、
「
未
嘗
下
山
（
未
だ
嘗
て
山
を
下
ら
ず
）」
が
あ
る
。
こ
こ
は
禪
師
と
居
士
が
容
易
に
は
下
山
し
な
い
俗
の
境
地
を
「
竊
か
に
」
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
嘗
下
山
」
の
直
に
は
「
未
」
の
字
が
お
か
れ
て
お
り
「
未
嘗
下
山
」
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
目
す
べ
き
は
詩
題
中
の
「
寄
」
の
字
で
あ
る
。
現
存
の
テ
キ
ス
ト
は
て
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘
	

」
に
作
っ
て
い
る
。
「
寄
」
は
離
れ
た
人
に
り
屆
け
る
意
で
あ
り
、
こ
の
詩
が
嵩
山
以
外
の
地
で
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
首
の
詩
は
、
禪
師
・
居
士
弟
兄
の
む
嵩
岳
寺
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
、
王
維
と
同
詠
が
そ
れ
ぞ
れ
回
想
し
て
詩
に
詠
い
、
禪
師
と
居
士
の
も
と
に
り
屆
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
に
詩
の
本
文
。
一
部
、

稿
の
「
詩
語
を
め
ぐ
る
考
證
」
の

容
を

し
た
箇
が
あ
る
。
第
一
句
で
は
、
乘
如
禪
師
・
蕭
居
士
弟
兄
を
、
古
代
イ
ン
ド
の
大
乘
佛
唯
識
の
高
で
あ
る
無
（
ア
サ
ン
ガ
）・
天
親
（
＝
世
親
・
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
）
兄
弟
に
喩
え
て
贊
美
し
て
い
る
（
）。
す
で
に
文
か
ら
、
禪
師
が
蕭
居
士
の
俗
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
森
槐
南
『
詩

釋
（
）』
で
は
「
法
弟
師
兄
」
と
し
、
實
の
兄
弟
と
は
考
え
て
い
な
い
。
野
明
『
詩
詳

（
）』
は
「
乘
如
禪
師
と
其
の
弟
の
蕭
居
士
」
と
し
、
目
加
田
 『
新
釋
!文
大
系
詩

（
"）』
は
「
#ら
く
兄
弟
で
、
乘
如
は
剃
髮
し
て
禪
師
と
な
り
、
弟
は
在
俗
の
ま
ま
で
佛

を
修
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
が
、
い
ず
れ
も
詩
題
で
の
順
序
が
先
で
あ
る
禪
師
が
兄
で
あ
る
に
$い
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
禪
師
は
蕭
居
士
の
弟
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
天
親
は
兄
無
に

%さ
れ
て
小
乘
か
ら
大
乘
に
轉
向
し
た
人
物
で
あ
る
。
さ
き
に
皇
甫
冉
の
詩
を
檢
討
し
た
際
に
、
蕭
居
士
は
&年
侶
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
が
、
以
（

年
期
か
中
年
期
）
に
は
「
書
（

の
書
物
）」
を
'
(し
て
お
り
、

を
信
仰
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
(べ
た
。
蕭
居
士
は

か
ら
佛

へ
轉
向
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
王
維
は
、
蕭
居
士
の
こ
と
を
小
乘
か
ら
大
乘
に
轉
じ
た
天
親
に
譬
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
弟
與
兄
」
と
詠
ん
だ
の
は
韻
を
合
わ
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

か
ら
佛
に
轉
向
し
た
兄
)蕭
居
士
を
、
敢
え
て
無
の
弟
)で
あ
る
天
親
に
譬
え
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
王
維
が
禪
師
・
居
士
を
無
・
天
親
に
譬
え
た
の
は
、
單
に
兄
弟
と
い
う
共
*點
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
實
に
深
い
意
味
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
な
る
。
と
す
る
と
、
釋
+潭
が
『
國
譯
詩

（
,）』
卷
五
で
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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「
單
に
兄
弟
な
る
を
以
て
此
の
二
師
を
出
し
以
て
比
し
た
り
と
す
る
は
、
何
の
意
義
も
無
し
」
と
じ
て
い
る
の
は
當
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
二
句
の
「
嵩
丘

」
は
嵩
岳
寺
域
の
堂
宇
な
い
し
は
庵
室
。
嵩
岳
寺
の
後
方
に
は
嵩
岳
の
峰
が
聳
え
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
一
峰
」
は
嵩
岳
寺
の
後
方
に
聳
え
る
峰
體
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
寺
の
に
峰
が
聳
え
る
と
解
す
る
	が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
す
ぐ
方
に
峰
は
存
在
し
な
い
。

部
南
郭
『
詩
國
字
解
（
）』
が
「
こ
の

の
眞
向
う
に
は
一
峰
が
高
う
れ
切
っ
て
、
境
地
も
面
白
い
」
（
傍
點
田
、
以
下
同
樣
）
と
し
、
野
明
『
詩
詳
	
下
』
が
「
其
の
寺
の

に
は
、
一
つ
の
峰
が
れ
わ
た
つ
て
高
く
聳
え
て
ゐ
る
」
と
し
、
目
加
田
『
新
釋
文
大
系
詩
』
が
「
こ
の
嵩
山
の
寺
の

に
は
、
一
つ
の
峰
が
れ
た
空
に
そ
び
え
て
い
る
」
と
解
釋
す
る
が
、
い
ず
れ
も
位
置
關
係
が
合
わ
な
い
。
「
一
峰
」
で
、
こ
の
「
一
」
は
、
分
さ
れ
な
い
體
を
意
味
す
る
用
法
で
あ
り
、
峰
體
が
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
い
、
禪
師
兄
弟
の
ま
わ
れ
る

が
、
靈
境
の
地
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
第
三
句
は
、
『
御

詩
』
卷
十
九
が
に
引
く
よ
う
に
、
陳
の
沈
烱
の
「
馴
烏
逐
磬
、
狎
獸
繞
禪
牀
（
烏
を
馴
ら
し
て
磬
を
逐
ひ
、
獸
を
狎
ら
し
て
禪
牀
を
繞
る
）」
（
「
同
中
庶
吾
處
士
弘
讓
明
慶
寺
」
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
禪
師
の
感
が
鳥
獸
に
ま
で
ん
で
い
る
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
に
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
皇
甫
冉
の
詩
の
第
七
句
「
邊
曽
狎
鳥
（
邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
す
）」
と
の
關
を
思
わ
せ
る
部
分
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
蕭
居
士
が
鳥
を
も
馴
ら
す
ほ
ど
の
執
 の
な
い
修
行
!で
あ
る
こ
と
を
も
詠
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
實
際
に
蕭
居
士
は
禽
鳥
を
馴
ら
す
こ
と
に
長
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
齋
"
#『
詩
大
系
詩
（
下
）
（
$）』
が
、
「
%く
に
&ぐ
う
て
い
る
か
ら
す
が
む
ら
が
っ
て
'い
お
り
て
く
る
。
お
あ
ま
り
が
頂
戴
で
き
る
か
ら
だ
」
と
す
る
よ
う
に
、
單
に
烏
が
の
殘
り
を
つ
い
ば
み
に
來
る
と
解
す
る
の
は
當
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
四
句
は
、
釋
(潭
『
國
譯
詩
』
が
大
寶
積
經
の
「
在
空
林
中
、
常
行
梵
行
」
を
に
引
く
よ
う
に
、
こ
の
部
分
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
「
行
」
は
經
行
。
)ち
心
身
を
整
え
る
た
め
の
散
*。
第
三
句
の
「
+」
と
の
對
應
か
ら
考
え
る
と
、
+後
に
屋
外
を
散
*す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
屋
外
で
の
座
禪
後
の
散
*か
も
し
れ
な
い
。
「
,
-聲
あ
り
」
は
、
第
三
句
が
禪
師
と
居
士
の
.を
稱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
句
も
禪
師
と
居
士
の
.に
よ
っ
て
、
,ち
-を
踏
む
/も
讀
經
の
聲
に
聞
こ
え
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
下
）（
田
）
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第
五
句
は
、
李
を
し
て
「
菱
鏡
漾
于
玉
池
」
と
言
わ
し
め
た
嵩
岳
寺
の
裏
手
に
あ
る
流
泉
、
す
な
わ
ち
菱
鏡
泉
を
、
王
維
が
思
い
出
し
て
詠
う
。
「
迸
水
」
は
、


泉
の
故
事
や
『
法
珠
林
』
の

の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
後
	す
る
が
、
同
詠
に

・
時
兄
弟
に
禪
師
と
居
士
を
譬
え
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
王
維
と
唱
和


の
で
、
『
法
珠
林
』
の
迸
水
の
故
事
が
話
題
に
上
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
香
案
濕
」
は
『
法
珠
林
』
の
佛
圖
澄
の
「
燒
香
願
」
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
こ
こ
で

や
佛
圖
澄
の
故
事
を
ふ
ま
え
た
の
は
、
こ
の
兩

が
戒
律
に
嚴
格
で
あ
っ
た
た
め
、
戒
律
に
し
い
乘
如
を
詠
う
の
に
相
應
し
い
と
王
維
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
六
句
の
「
雨
」
は
、
野
明
『
詩
詳
』
や
入
谷
仙
介
『
王
維
究
（
）』
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
梁
の
武
の
時
代
の
雲
光
の
「
雨
臺
」
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
「
靈
銘
」
の
陽
本
文
か
ら
、
禪
師
が
武
の
六
代
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
明
し
た
た
め
、
禪
師
の
出
自
を
意
識
し
て
王
維
が
武
時
代
の
奇
瑞
を
讀
み
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
第
五
句
の
「
定
」
の
字
と
、
第
六
句
の
「
應
」
の
字
で
あ
る
が
、
こ
の
推
定
を
表
す
文
字
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
附
會
の
や
憶
測
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
皆
川
淇
園
『
詩
解
』
七
律
で
は
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
（
）。
「
乘
如
與
蕭
、
 天
竺
無
!大
士
、
有
弟
天
親
菩
薩
、
而
亦
爲
弟
與
兄
也
。
王
欲
"其
#寓
嵩
丘
$
%、
&値
其
#居
一
峰
'之
時
。
而
其
元
(之
心
以
爲
彼
二
人
之
居
、
其
)必
隨
其
鳴
磬
、
而
*鳥
下
)、
我
行
踏
空
林
只
有
+
,之
聲
、
而
巖
或
有
迸
水
、
定
亦
其
香
案
、
而
以
濕
又
時
有
天
女
雨
。
亦
應
共
其
石
牀
-
.矣
。
/
0到
而
1之
、
亦
無
*烏
、
亦
無
空
林
、
而
只
是
深
洞
長
松
。
亦
無
迸
水
、
亦
無
雨
、
試
問
何
#有
、
獨
有
儼
然
天
竺
古
先
生
而
已
。
（
乘
如
と
蕭
と
、
 ほ
天
竺
の
無
!大
士
の
、
弟
天
親
菩
薩
有
る
が
ご
と
く
し
て
、
亦
た
弟
と
兄
た
る
な
り
。
王
其
の
寓
す
る
#の
嵩
丘
$
%を
"
よ
ぎ
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
&
た
ま
た
ま
其
の
居
す
る
#の
一
峰
'れ
た
る
の
時
に
値
ふ
。
而
し
て
其
の
元
も
と
之
を
(む
の
心
に
以
爲
へ
ら
く
、
彼
の
二
人
の
居
、
其
の
)は
必
ず
其
の
鳴
磬
に
隨
ひ
て
*鳥
下
り
て
)ひ
、
我
行
き
て
空
林
を
踏
め
ば
只
だ
+
,の
聲
有
り
て
、
巖
或
る
ひ
は
迸
水
有
り
、
定
め
て
亦
た
其
の
香
案
を
し
て
以
て
濕
ほ
し
、
又
た
時
に
天
女
の
雨
有
り
て
、
亦
た
應
に
其
の
石
牀
と
共
に
.を
-す
べ
し
と
。
/に
到
る
に
0ん
で
之
を
1る
に
、
亦
た
*烏
無
く
、
亦
た
空
林
無
く
し
て
、
只
だ
是
れ
深
洞
長
松
の
み
。
亦
た
迸
水
無
く
、
亦
た
雨
無
し
。
試
み
に
何
の
有
る
#ぞ
と
問
ふ
に
、
獨
り
儼
然
た
る
天
竺
の
古
先
生
有
る
の
み
。）」
す
な
わ
ち
、
第
三
句
か
ら
第
六
句
ま
で
を
、
王
維
が
禪
師
と
居
士
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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
に
立
ち
寄
ろ
う
と
く
か
ら
ん
だ
時
の
想
像
・
予
想
と
と
ら
え
て
い
る
。
「
實
際
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、
烏
も
空
林
も
無
く
、
有
る
の
は
深
洞
と
長
松
の
み
。
そ
し
て
ま
た
迸
水
も
雨
も
無
か
っ
た
。
何
が
あ
り
ま
す
か
と
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
有
る
の
は
佛
像
だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
敢
え
て
こ
う
解
釋
す
る
こ
と
で
、
「
定
」
「
應
」
の
二
字
の
存
在
を
無
せ
ず
に
讀
め
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
森
槐
南
『
	詩


釋
』
で
は
「
迸
水
雨
、
乃
は
ち
佛
家
の
典
故
に
逗
入
す
、
然
れ
ど
も
し
又
眞
の
如
く
な
り
と
云
は
ゞ
、
則
は
ち

に
る
の
あ
り
、
因
つ
て
『
定
』
『
應
』
の
二
字
を
用
ゐ
、
未
了
の
語
を
做
し
て
肯
て
斷
ぜ
ず
、
之
を
作
が
想
像
に
止
む
、
此
の
如
く
に
筆
を
下
せ
ば
、
已
に

の
な
く
し
て
、
又
倍
二
人
の
身
分
を
高
か
ら
し
む
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
入
谷
仙
介
『
王
維
究
』
で
は
、
「
實
景
と
故
事
を
ふ
ま
え
た
幻
想
と
が
妙
に
交
錯
し
て
、
嵩
丘
の
山
中
に
奇
な
別
世
界
を
現
出
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
「
故
事
を
ふ
ま
え
た
幻
想
」
と
は
第
五
句
と
第
六
句
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
第
五
、
六
句
の
容
を
王
維
の
想
像
や
幻
想
で
あ
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
按
ず
る
に
、
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
す
な
わ
ち

に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
詩
題
と
、
推
定
を
表
す
「
定
」
「
應
」
二
文
字
と
の
整
合
性
を
索
し
た
結
果
、
以
上
三
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
付
會
の
や
解
釋
が
生
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
王
維
が
「
定
」
「
應
」
の
二
字
を
用
い
た
の
は
、

に
立
ち
寄
る
直
の
想
像
だ
か
ら
で
は
な
く
、
「

に
る
」
の
を
「
」
っ
て
敢
え
て
「
想
像
に
止
」
め
た
の
で
も
な
く
、
ま
た
「
故
事
を
ふ
ま
え
た
幻
想
」
を
表
現
し
た
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
く
離
れ
た
場
か
ら
嵩
岳
寺
を
回
想
つ
つ
、
現
在
の
況
に
對
し
て
も
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
た
わ
け
で
あ
る
。第
七
句
は
、「
深
洞
」「
長
松
」
は
そ
れ
ぞ
れ
洞
窟
と
松
樹
で
あ
る
が
、
「
深
洞
」
に
よ
っ
て
思
想
の
深
さ
を
、「
長
松
」
に
よ
っ
て
人
物
の
崇
高
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
暗
示
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
詩
語
に
よ
っ
て
乘
如
禪
師
な
い
し
は
蕭
居
士
の
を
賞
贊
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
八
句
の
「
儼
然
天
竺
古
先
生
」
の
解
釋
に
關
し
て
は
、
に
 げ
る
よ
う
に
Ａ
～
Ｄ
の
先
行
!
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
大
"を
占
め
る
の
が
、
Ａ
の
佛
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
Ｂ
の
禪
師
と
居
士
を
佛
に
譬
え
て
い
る
と
す
る
、
で
あ
る
。
Ａ
佛
像
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
る

金
#歎
『
#歎
外
書
』
	汝
詢
『
	詩
解
』
卷
四
十
二
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
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（
下
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部
南
郭
『
詩
國
字
解
』
（
日
野
龍
夫
補
『
詩
國
字
解
』
３
、
凡
、
一
九
八
二
年
）
皆
川
淇
園
『
詩
解
』
卷
五
（
丹
陽
	源
府

版
、
一
七
九
三
年
）
森
槐
南
『
詩

釋
』
（
新
堂
、
一
八
九
三
年
）
※
森
で
は
、
佛
像
が
あ
っ
て
そ
の
で
禪
師
と
居
士
が
修
行
し
て
い
る
と
す
る
。
篠
田
南
『
詩

義
』
卷
五
（
岡
本
書
店
、
一
八
九
三
年
）
崎
允
明
『
箋

詩
』
卷
五
（
文
大
系
、
冨
山
、
一
九
一
〇
年
）
釋
潭
『
國
譯
詩
』
卷
五
（
『
國
譯
文
大
文
學
部
』
第
五
卷
、
東
洋
文
協
會
、
一
九
一
二
年
）
野
明
『
詩
詳
（
下
）』
卷
五
（
明
治
書
院
、
一
九
二
九
年
）
小
林
太
市
・
原
田
雄
『
詩
大
系
10
王
維
』
（
集

、
一
九
六
四
年
）
目
加
田
『
詩
』
卷
五
（
新
釋
文
大
系
、
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
）
齋

『
詩
（
下
）』
（
詩
大
系
、
集

、
一
九
六
五
年
）
原
楚
水
『
詩

解
』
卷
五
（

堂
、
一
九
六
七
年
）
李
 『
禪
詩
三
百
首
譯
析
』
（
吉
林
文
史
出
版
、
一
九
九
五
年
）
Ｂ
禪
師
と
居
士
を
佛
に
譬
え
て
い
る
と
す
る

!可
久
『
王
右
丞
詩
集
』
卷
四
小
川
"樹
ほ
か
『
王
維
詩
集
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
二
年
）〔
本
詩
は
#留
春
雄
擔
當
〕
高
木
正
一
『
詩

中
』
（
$日
新
聞
、
一
九
九
六
年
）
陳
鐵
民
『
王
維
集
校
』
一
冊
（
中
%書
局
、
一
九
九
七
年
）
楊
文
生
『
王
維
詩
集
箋
』
卷
四
（
四
川
人
民
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
※
金
人
瑞
（
&歎
）
と
汝
洵
が
「
佛
像
」
と
解
釋
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
「
生
按
、
或
解
爲
乘
如
、
蕭
居
士
二
人
宛
'天
竺
(佛
菩
薩
。」
と
し
て
い
る
。
陶
文
)『
王
維
孟
*然
詩

』
（
三
秦
出
版
・
二
〇
〇
四
年
）
Ｃ
禪
師
と
居
士
を
無
・
天
親
に
譬
え
た
第
一
句
の
容
を
移
し
て
い
る
と
す
る

Ｂ
の
項
に
+げ
た
,生
『
詩
』
（『
詩
三
種
』
〈
,山
書
、
一
九
九
五
年
〉
-收
）
の
該
詩
に
付
さ
れ
た
朱
之
荊
の
補
に
、
こ
の
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
禪
師
と
居
士
を
老
子
に
譬
え
た
と
す
る

野
直
彬
『
詩
（
中
）』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
年
）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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Ｅ
居
士
を
、
佛
・
老
子
の
い
ず
れ
に
譬
え
た
か
然
と
し
な
い
も
の
生
『
詩
』
卷
三
（
『
詩
三
種
』
〈
山
書
、
一
九
九
五
年
〉
收
）
※

で
は
、
五
・
六
句
が
禪
師
、
七
・
八
句
が
居
士
に
つ
い
て
い
て
い
る
と
す
る
。
ま
ず
、
佛
像
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
る
Ａ
で
あ
る
が
、
王
維
が
禪
師
と
居
士
の
	

に
立
ち
寄
っ
た
詩
で
あ
れ
ば
、
「
深
洞
」
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
た
佛
像
を
寫
す
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
禪
師
と
居
士
の
も
と
に
り
屆
け
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、
王
維
の
回
想
を
基
に
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
く
の
禪
師
・
居
士
に
る
詩
に
お
い
て
、
佛
像
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
回
想
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
や
、
第
一
句
か
ら
第
六
句
ま
で
ず
っ
と
禪
師
・
居
士
弟
兄
を
賞
贊
し
て
い
た
の
に
、
尾
聯
で
洞
窟

に
佛
像
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
詠
じ
て
詩
を
え
る
の
は
、
極
め
て
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
は
立
し
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
に
、
禪
師
と
居
士
を
佛
に
譬
え
て
い
る
と
す
る
Ｂ
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
ま
ず
言
う
と
、
く
贊
同
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
く
ら
優
れ
て
い
る
か
ら
と
は
い
え
、
相
手
は
解
も
し
て
い
な
い
一
侶
で
あ
る
。
佛
徒
で
あ
る
王
維
が
禪
師
を
「
佛
」
に
譬
え
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
や
在
俗
の
蕭
居
士
ま
で
佛
に
譬
え
る
こ
と
は
、
佛
を
貶
め
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
先
行

の
大
を
占
め
る
Ａ
・
Ｂ
兩
に
は
筆
は
與
し
が
た
い
。
で
は
Ｃ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
生
『
詩
』
の
南
屏
堂
刻
本
（
乾
十
五
年
）
の
當
該
詩
に
は
、
朱
之
荊
の
補
補
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

を
持
ち
上
げ
て
「
結
句
有
謂
轉
無
天
親
、
有
謂
古
先
生
指
佛
像
、
不
如
作
五
六
寫
禪
師
、
七
八
寫
居
士
爲
是
（
結
句
は
無
天
親
を
轉
す
と
謂
ふ
有
り
、
古
先
生
は
佛
像
を
指
す
と
謂
ふ
有
る
も
、
五
六
は
禪
師
を
寫
し
、
七
八
は
居
士
を
寫
す
と
作
す
を
是
と
爲
す
に
如
か
ず
）」
と
あ
る
。
こ
の
補
で
わ
か
る
よ
う
に
、
第
八
句
の
「
天
竺
古
先
生
」
は
、
第
一
句
の
「
無
・
天
親
」
を
「
轉
」
（
＝
轉
）
し
た
（
＝
移
し
た
）
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
八
句
の
「
天
竺
古
先
生
」
も
第
一
句
と
同
じ
く
イ
ン
ド
の
無
・
天
親
兄
弟
で
あ
る
と
す
る
解
釋
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
解
釋
す
る
と
、
第
一
句
と
第
八
句
の
意
味
が
殆
ど
同
一
と
な
り
、
眞
に
單

板
な
り
方
と
な
り
、
王
維
ら
し
か
ら
ぬ
拙
劣
な
作
品
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
の
解
釋
も
立
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
殘
っ
た
の
が
、
禪
師
と
居
士
を
老
子
に
譬
え
た
と
す
る
Ｄ

王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
 邊
（
下
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で
あ
る
。
ま
ず
第
七
句
「
深
洞
長
松
何
有
」
の
「
何
有
」
に
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
「
何
有
」
は
陶
弘
景
の
「
詔
問
山
中
何
有
賦
詩
以
答
」
詩
を
想
さ
せ
る
。
陶
弘
景
は
「
山
中
何
有
」
と
い
う
齊
の
高
の
下
問
に
答
え
て
、
「
嶺
上
白
雲
多
し
。
只
だ
自
ら
怡
す
べ
し
、
持
ち
て
君
に
寄
す
る
に
堪
え
ず
」
と
詠
ん
だ
。
「
白
雲
」
は
、

の
修
行
に
最
	の

境
、
な
い
し
は
そ
こ
で
の
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
境
界 が
いを
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

境
と
自
ら
の
境
界
は
、
た
だ
陶
弘
景
自
身
が
「
怡
」
で
き
る
の
も
の
で
あ
っ
て
、
陛
下
に
お
手
渡
し
に
上
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
王
維
詩
の
「
何
有
」
は
陶
弘
景
の
詩
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
）。
陶
弘
景
は
、
後
に
梁
の
武
と
緊
密
な
る
關
係
を
持
ち
、
「
山
中
宰
相
」
と
稱
さ
れ
た
人
物
で
も
あ
る
。
梁
の
武
の
子
孫
で
あ
る
禪
師
・
居
士
弟
兄
を
詠
う
際
に
、
陶
弘
景
が
想
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
表
現
か
ら
、
修
行
に
最
	な

境
や
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
高
い
境
界
が
自
然
に
想
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
嵩
山
で
修
行
す
る
禪
師
や
居
士
を
詠
う
に
相
應
し
い
も
の
と
な
る
。

で
見
た
皇
甫
冉
の
詩
か
ら
、
蕭
居
士
は
佛
の
み
な
ら
ず


に
も

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
陶
弘
景
を
意
識
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
表
現
と
し
て
ま
す
ま
す
相
應
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
佛
が
體
で
あ
る
か
ら
、
陶
弘
景
以
外
に
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
何
有
」
と
い
う
表
現
か
ら
想
さ
れ
る
の
は
、
『
維
經
（
）』
文
殊
師
利
問
疾
品
に
お
け
る
文
殊
と
維
の
問
答
で
あ
る
。
文
殊
師
利
言
、「
居
士
。
此
室
何
以
空
無
侍
。」
維
詰
言
、
「
佛
國
土
亦
復
皆
空
。
」
又
問
、
「
以
何
爲
空
。
」
答
曰
、
「
以
空
空
。」
（
文
殊
師
利
言
ふ
、「
居
士
よ
。
此
の
室
は
何
を
以
て
か
空
に
し
て
、
侍
無
き
」
と
。
維
詰
言
ふ
、
「
佛
の
國
土
も
亦
た
復
た
皆
な
空
な
り
」
と
。
又
た
問
ふ
、
「
何
を
以
て
空
と
爲
す
」
と
。
答
へ
て
曰
は
く
、
「
空
を
以
て
空
な
り
」
と
。）
維
の
居
室
は
が
ら
ん
と
し
て
何
も
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
空
」
を
示
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
王
維
は
「
何
有
」
を
反
語
と
し
て
用
い
て
、
「
修
行
の
場
で
あ
る
深
い
洞
窟
の
中
は
、
『
維
經
』
の
『
空
』
を
示
現
す
る
よ
う
に
何
も
な
い
空
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
修
行
の
場
と
し
て
す
ば
ら
し
い
。
」
そ
う
襃
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
初
學
記
』
卷
五
の
「
嵩
高
山
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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第
七
」
に
「
戴
之
西
征
記
云
、
其
山
東
謂
太
室
、
西
謂
少
室
。
相
去
十
七
里
。
嵩
其
總
名
也
。
謂
之
室
、
以
其
下
各
有
石
室
焉
（
戴
之
の
西
征
記
に
云
ふ
、
其
の
山
の
東
は
太
室
と
謂
ひ
、
西
は
少
室
と
謂
ふ
。
相
ひ
去
る
こ
と
十
七
里
。
嵩
は
其
の
總
名
な
り
。
之
を
室
と
謂
ふ
は
、
其
の
下
に
各
お
の
石
室
有
る
を
以
て
な
り
）」
と
あ
る
。
嵩
山
は
石
室
（
洞
窟
）
が
多
く
、
侶
や
士
た
ち
も
そ
の
中
で
修
行
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
や
は
り
「
何
有
」
は
、
『
維
經
』
問
疾
品
を
典
故
と
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『
維
經
』
は
在
俗
の
佛
信
で
あ
る
維
居
士
を
	人
公
と
す
る
大
乘
佛
典
で
あ
る
。
問
疾
品
の
部
分
は
維
居
士
の
居
室
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
と
な
る
と
、
王
維
の
詩
の
第
七
句
は
、
同
じ
居
士
で
あ
る
蕭
居
士
の
修
行
の
場
を
詠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
陶
弘
景
に
と
っ
て
嶺
上
が
修
行
に
最

の

境
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
蕭
居
士
に
と
っ
て
は
深
洞
が
理
想
な
修
行
の
場
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
の
第
八
句
、「
天
竺
の
古
先
生
」
と
は
老
子
の
こ
と
。『
西
昇
經
』
に
「
老
君
西
昇
開
竺
乾
、
號
古
先
生
（
老
君
西
昇
し
て
を
竺
乾
に
開
き
、
古
先
生
と
號
す
（
））」
と
あ
る
よ
う
に
、
老
子
が
天
竺
に
行
っ
て
佛
と
な
っ
た
と
い
う
傳
が
あ
り
、
こ
の
部
分
は
そ
の
話
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
七
句
の
「
何
有
」
が
陶
弘
景
の
詩
を
意
識
し
て
い
る
と
な
る
と
、
第
八
句
で
は
、
最

な
境
や
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
高
い
境
界
が
詠
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
『
維
經
』
の
問
疾
品
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
空
を
示
現
し
た
空
に
は
何
も
無
い
、
そ
こ
に
居
る
の
は
維
居
士
な
ら
ぬ
蕭
居
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
名
と
字
を
續
け
る
と
「
維
詰
」
と
な
る
王
維
に
と
っ
て
、
蕭
居
士
を
維
に
譬
え
る
の
は
憚
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
蕭
居
士
に
對
す
る
最
高
の
贊
辭
と
し
て
、
佛
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、
非
出
家
で
あ
る
老
子
に
譬
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
よ
う
に
、
蕭
居
士
は

に
も
詳
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
居
士
が
弟
乘
如
禪
師
と
こ
の
嵩
丘
の

で
修
行
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
天
竺
に
行
っ
て
佛
と
な
っ
た
老
子
の
よ
う
に
、
二
を
和
さ
せ
て
お
ら
れ
る
、
と
襃
め
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
七
句
が
蕭
居
士
の
理
想
な
修
行
の
場
を
、
第
八
句
が
蕭
居
士
自
身
の
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
高
い
境
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
な
い
し
は
暗
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
筆
は
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
Ｄ
の
よ
う
に
「
天
竺
古
先
生
」
を
「
老
子
」
と
解
釋
す
る
こ
と
に
贊
で
あ
る
が
、
禪
師
・
居
士
兩
名
を
老
子
に
譬
え
た
と
解
す
る
こ
と
に
は
與
し
が
た
い
。
さ
き
に
Ｂ
・
Ｃ
の
項
で
げ
た
生
『
詩
』
の
卷
三
に
、
「
五
六
寫
禪
師
、
七
八
寫
居
士
」
と
あ
る
よ
う
に
、
五
・
六
句
は
禪
師
の
法
力
を
た
た
え
、
王
維
の
乘
如
禪
師
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七
・
八
句
は
居
士
を
讃
え
て
い
る
と
考
え
た
い
。
王
維
は
一
・
二
句
で
禪
師
と
居
士
の

の
境
を
詠
い
、
三
四
句
で
禪
師
の
法
力
な
い
し
は
禪
師
と
居
士
の
法
力
と
感
を
詠
い
、
五
六
句
で
禪
師
の
法
力
を
詠
っ
て
い
る
。
五
六
句
で
禪
師
の
修
に
つ
い
て
讃
辭
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
か
ら
言
っ
て
、
七
八
句
で
は
體
に
居
士
に
關
し
て
も
詠
わ
な
い
と
お
さ
ま
り
が
惡
い
で
あ
ろ
う
。
末
二
句
は
、
居
士
の
居
室
（
洞
窟
）
を
維
	居
士
の
居
室
に
な
ぞ
ら
え
、
居
士
そ
の
人
を
天
竺
に
行
っ
て
佛
と
な
っ
た
老
子
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
詩
の
解
釋
を
試
み
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
乘
如
に
關
し
て
「
乘
如
禪
師
」
と
記

し
て
き
た
が
、
本
詩
が
作
ら
れ
た
時
期
に
は
、
「
乘
如
禪
師
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
解
釋
文
中
で
は
、
石
刻
上
の
詩
題
に
あ
る
呼
稱
に
倣
い
、
「
如
和
」
な
い
し
は
｢和
｣と
記

す
る
。
如
和
と
蕭
居
士
に
寄
せ
る
う
た
無
大
士
と
天
親
菩
薩
に
も
比
す
べ
き
如
和
と
蕭
居
士
の
ご
兄
弟
。
お
二
人
が
ま
わ
れ
て
い
る
嵩
山
の
御
寺
・
嵩
岳
寺
の
御
堂
。
以
伺
っ
た
時
に
は
、
お
堂
の
背
景
に
聳
え
る
峰
體
は
、
雲
も
無
く
輝
い
て
見
え
た
こ
と
だ
っ
た
。
齋
の
時
に
は
磬
の
を
聞
い
て
烏
ま
で
も
が
下
り
て
く
る
し
、
經
行
の
時
に
は
ひ
と
け
の
無
い
林
を
踏
み
行
け
ば
ち
ま
で
も
が
誦
經
の
聲
を
た
て
た
。
嵩
岳
寺
の
境
域
は
居
士
の
感
と
和
の
法
力
が
滿
ち
わ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「


泉
」
の
故
事
で
有
名
な
流
泉
の
水
は
、

や
佛
圖
澄
に
も
比
す
べ
き
和
の
法
力
で
え
る
こ
と
な
く
涌
き
ほ
と
ば
し
り
、
今
頃
き
っ
と
、
佛
圖
澄
が
用
い
た
安
息
香
の
よ
う
な
御
香
を
焚
く
香
爐
を
置
く
机
を
潤
お
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
和
が
經
典
を
じ
ら
れ
る
と
、
梁
の
武
の
御
世
に
雲
光
が
天
を
雨
ふ
ら
せ
た
よ
う
に
、
雨
に
ぬ
れ
た
び
ら
が
坐
禪
の
石
床
と
同
じ
高
さ
ま
で
散
り
し
く
に

い
な
い
。
背
の
高
い
松
が
生
え
て
い
る
あ
た
り
の
深
な
る
洞
窟
。
そ
こ
は
蕭
居
士
が
い
つ
も
修
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
何
も
無
く
、
ま
こ
と
に
「
空 く
う」
で
あ
っ
た
。
維
	居
士
の
居
室
の
よ
う
な
空
 で
、
天
竺
に
行
っ
て
佛
と
な
っ
た
と
傳
え
ら
れ
る
老
子
さ
な
が
ら
の
蕭
居
士
は
、
い
ま
も
禪
定
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
四
、
結
語
乘
如
禪
師
の
俗
兄
で
あ
る
蕭
居
士
は
、
出
家
!の
よ
う
に
戒
律
を
守
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
52
り
、
俗
の
修
行
生
活
を
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
佛
二
に

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
圍
の
人
々
か
ら
	

を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
皇
甫
冉
か
ら
詩
を
ら
れ
て
、
「


律
を
持
し
、
他
年
書
を
は
す
。
邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
し
、
濠
上
正
に
魚
を
る
。
寂
靜
無
相
を
求
め
、
淳
和
太
初
を
覩
る
」
と
賞
贊
さ
れ
る
こ
と
も
無
か
ろ
う
。
ま
た
、
皇
甫
冉
詩
の
「
和
鄭
少
尹
祭
中
嶽
祠
因
訪
蕭
居
士
之
作
」
の
「
邊
曽
狎
鳥
（
邊
曽
て
鳥
を
狎
ら
す
）」
と
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
の
「
隨
鳴
磬
烏
下
（
は
鳴
磬
に
隨
ひ
て
烏
下
る
）」
と
の
關
性
は
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
王
維
の
こ
の
句
が
、
陳
の
沈
烱
の
「
馴
烏
逐
磬
、
狎
獸
繞
禪
牀
（
烏
を
馴
ら
し
て
磬
を
逐
ひ
、
獸
を
狎
ら
し
て
禪
牀
を
繞
る
）」
（
「
同
中
庶
吾
處
士
弘
讓
明
慶
寺
」
）
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
王
維
の
句
が
蕭
居
士
の
無
欲
恬
淡
と
し
た
人
格
を
稱
え
る
の
み
な
ら
ず
、
居
士
の
感
に
ま
で
踏
み

ん
だ
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
王
維
の
詩
の
第
五
句
の
「
定
」
の
字
と
、
第
六
句
の
「
應
」
の
字
を
め
ぐ
っ
て
、
以
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
解
釋
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
詩
が
嵩
岳
寺
の
御
堂
に
立
ち
寄
っ
た
折
の
作
品
で
は
な
く
、
以
立
ち
寄
っ
た
際
の
こ
と
を
回
想
し
て
詩
に
詠
い
、
禪
師
と
居
士
の
も
と
に
り
屆
け
た
も
の
と
考
え
る
と
、
現
時
點
で
の

の
況
に
對
す
る
推
定
と
い
う
意
味
あ
い
か
ら
、「
定
」「
應
」
の
二
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
自
ず
と
理
解
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
王
維
の
詩
の
第
七
、
八
句
に
つ
い
て
は
、
蕭
居
士
の
修
行
の
場
と
そ
こ
で
行
わ
れ
る
修
行
や
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
高
い
境
界
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
詩
は
禪
師
と
居
士
の
二
人
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。
禪
師
の
み
な
ら
ず
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
居
士
に
つ
い
て
も
詠
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
深
洞
長
松
」
は
蕭
居
士
の
修
行
の
場
を
維
 居
士
の
居
室
の
よ
う
な
理
想
!空
"に
譬
え
、
「
天
竺
古
先
生
」
は
佛
二
に

し
た
蕭
居
士
を
老
子
に
譬
え
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
王
維
が
禪
師
に
寄
せ
た
詩
の
解
釋
だ
け
で
な
く
、
「
そ
の
作
品
の
制
作
年
代
を
考
察
」
す
る
、
と
稿
の
結
語
に
記
し
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
い
と
思
う
ゆ
え
、
こ
れ
を
了
と
せ
ら
れ
た
い
。
五
、

（
１
）
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
第
三
冊
（
中
州
古
#出
版
$、
二
〇
〇
三
年
）
を
使
用
。
（
２
）
（
１
）
%
&の
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
の
第
一
冊
を
使
用
。
（
３
）
（
１
）
%
&の
『
嵩
岳
文
獻
叢
書
』
の
第
二
冊
を
使
用
。
王
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（
４
）
『
四
部
叢
刊
廣
』
三
十
三
冊
（
臺
灣
務
印
書
、
一
九
八
一
年
）
を
使
用
。
（
５
）
『
五
十
家
詩
集
』
五
冊
（
上
古
出
版
、
一
九
八
一
年
）
を
使
用
。
（
６
）
『
百
家
集
』
百
七
十
一
卷
（
嘉
	十
九
年
自
序
刊
本
）
を
使
用
。
（
７
）
『
四
庫

書
』
第
一
三
三
二
冊
（
上
古
出
版
、
一
九
八
七
年
）
を
使
用
。
（
８
）
『
詩
品
彙
』（
上
古
出
版
、
一
九
八
八
年
）
を
使
用
。
（
９
）
『


詩
』
第
八
冊
（
中
書
局
、
一
九
九
六
年
）
を
使
用
。
（
10）
こ
の
の
原
は
、
宋
の
崇
元
年
に
立
さ
れ
た
も
の
で
、
有
挺
の
撰
文
、
王
の
書
に
か
か
る
も
の
。
兵
火
に
毀
損
し
た
た
め
、
金
の
大
定
二
十
九
年
に
重
刻
さ
れ
た
。
重
刻
の
文
と
重
刻
の
際
の
淨
の
跋
文
は
、『
嵩
陽
石
刻
集
記
』
卷
下
に
も

さ
れ
て
い
る
。
（
11）

出
版
、
一
九
九
八
年
。
（
12）
（
１
）

の
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
第
一
冊
。
（
13）
『
宋
高
傳
上
』（
中
書
局
、
一
九
八
七
年
）。
（
14）
同
詠
の
第
七
句
で
は
、
禪
師
と
居
士
を

・
持
兄
弟
に
譬
え
て
い
る
。

は
戒
律
に
嚴
格
で
あ
り
、
經
典
の
譯
出
に
力
を
盡
く
し
、
隋
の
文
に
え
ら
れ
て
に
上
っ
た
。
弟
の
時
も
佛
に

し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
乘
如
禪
師
は
『
高
傳
』
に
あ
る
よ
う
に
戒
律
に
詳
し
く
、
經
典
の
譯
出
に
從
事
し
、
玄
宗
・
肅
宗
・
代
宗
の
崇
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
俗
兄
の
蕭
居
士
も
佛
 に
深
く
歸
依
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
共
點
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
同
詠
の
作
!は
二
人
を

・
持
に
譬
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
15）
新
堂
、
一
八
九
三
年
。
（
16）
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
。
（
17）
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
。
（
18）
『
國
譯
"文
大
#文
學
部
』
第
五
卷
、
東
洋
文
$協
會
、
一
九
一
二
年
。
（
19）
%凡
、
一
九
八
二
年
。
（
20）
集
&
、
一
九
八
三
年
。
（
21）
創
文
、
一
九
八
一
年
。
（
22）
丹
陽
'源
府
藏
版
、
一
七
九
三
年
。
句
讀
と
訓
讀
は
筆
!
(田
に
よ
る
。
（
23）
第
五
十
四
回
中
國
四
國
地
)中
國
學
會
大
會
（
二
〇
〇
八
年
五
*三
十
一
日
、
岡
山
大
學
）
で
、
筆
!が
「
石
刻
『
蕭
和
+靈
,銘
』
に
刻
さ
れ
た
王
維
の
詩
と
そ
の
解
釋
に
つ
い
て
」
を
發
表
し
た
際
、
司
會
を
務
め
て
下
さ
っ
た
岡
山
大
學
の
橘
&範
氏
か
ら
、
こ
の
部
分
は
陶
弘
景
の
「
何
有
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
筆
!は
、
陶
弘
景
の
「
何
有
」
も
意
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
こ
こ
は
佛
 
-表
現
で
あ
る
か
ら
維
.經
の
問
疾
品
を
意
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
答
え
た
。
後
に
な
っ
て
熟
考
し
て
み
る
と
、
山
の
麓
と
は
い
え
/臺
は
嵩
山
の
寺
で
あ
る
こ
と
、
禪
師
・
居
士
弟
兄
は
梁
の
武
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
武
と
親
し
か
っ
た
陶
弘
景
を
ま
0ず
0意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
橘
&範
氏
の
ご
高
 に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
中
國
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こ
の
第
七
句
は
王
維
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
陶
弘
景
を
意
識
し
た
上
で
、
さ
ら
に
維
經
の
問
疾
品
に
見
え
る
維
の
居
室
を
想
し
て
、
「
深
洞
長
松
何
有
」
と
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
王
維
が
典
故
を
い
く
つ
も
組
み
合
わ
せ
て
詩
句
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
詩
の
他
の
句
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
稿
で
論
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
（
24）
羅
什
譯
『
維
詰

經
』（『
大
正
新
脩
大
經
』
十
四
卷
）
參
照
。
但
し
句
讀
は
筆
	に
據
る
。
（
25）
『
老
子


經
十
戒
經
西
昇
經
合
訂
背
誦
本
』（
國



會
臺
灣
省
分
會
設
水
善
書
流
處
、
民
國
七
十
四
年
）
〔
付
記
〕
本
稿
の
後
部
分
は
、
第
五
十
四
回
中
國
四
國
地
中
國
學
會
大
會
（
二
〇
〇
八
年
五
三
十
一
日
、
岡
山
大
學
）
に
お
け
る
筆
	の
口
頭
發
表
を
論
文
し
た
も
の
で
あ
る
。
當
日
、
色
々
ご
示
下
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
下
）（
田
）
55
